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４月２４日（土）に、
土曜授業を行いました。
１．２時間目の時間は、
本年度から本格的に始
まったＧＩＧＡスクー
ルの取組として１人１
台のタブレット（クロ
ームブック）が全校生
徒に配布され４００人
を超える生徒が一斉に
各教室で操作を開始し
ました。担任の先生か
ら操作に関する注意点
や効果的に活用する方
法等の説明を受け、真
剣な表情で黙々とキー
ボードを叩いていまし
た。
全校国で一斉に取り組みが始まったＧＩＧＡスクール構想の目的は、「児

童生徒向けの１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に
整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことのなく、公正に個別最適
化された創造性を育む教育を全国の学校現場で持続的に実現させる」こと
です。これからの時代を生き抜く子どもたちにとって ICT を基盤とした先
端技術の活用は必須となります。
本日、一人ひとりに渡したアカウントは家庭の端末でも使用できます。

使用上の留意点をしっかりと確認し、どんどん活用して欲しいものです。

２４日（土）の３・４時間目は久しぶりの授業参観でした。コロナウイ
ルス感染が拡大する中、マスク・検温等の感染対策をしていただき、多く
の保護者の皆様にご来校いただきました。
今後も学校の日等を利用して多くの保護者の皆様に学校にお越しいただ

き子どもたちの成長を見守っていただけたら幸いです。

宗像の郷「中央学園」（小中一貫教育推進校）

※ CS＝コミュニティスクール
中央中学校は、小中一貫教育推進校として、東郷小、南郷小と共に３校

が協力して、児童生徒の９年間の教育に力を注いで来ました。その成果と
課題を基に、令和元年度から宗像市の指定を受け、小中一貫 CS 推進モデ
ル学園として教育活動をさらに充実・発展しています。では、CSとは何か？
を今一度確認しますと、CS とは、「学校・家庭・地域等、それぞれの立場
の方が一定の権限と責任を持って学校運営に参画することにより、地域と
ともにある学校づくりを目指して連携・協働する取り組み」です。その話
し合いを行う場を『学校運営協議会』といい、中央学園は１中学校２小学
校で推進していますので、『学園運営協議会』といいます。５月２８日（金）
に第１回学園運営協議会が行われる予定です。
本年度の、中央学園３校の共通目標と児童生徒のスローガンは次のとお

りです。
【３校共通目標】

【中央学園・児童生徒のスローガン】

４月２０日（火）の放課後、８人の
３年生が校長室を訪れました。８人は、
第７５回体育祭において各ブロックの
ブロック長を任された３年生でした。
黄ブロックの木村悠希くん、水川遥南
さん。緑ブロックの中島崚くん石田夕
芽さん。青ブロックの的場仁くん、糸
山凜香さん。赤ブロックの堀田龍輝く
ん、衣笠ソフィーさんの８人のブロッ
ク長を代表して的場くんが、ブロック
長としての決意をを力強く読み上げて
くれました。
８人の名前が入った決意書は校長室

入口の窓に掲示しています。

目標を持ち、自ら考え、行動し、ねばり強くやり通す、
心豊かで健康な子どもの育成

進んで・みんなで・最後まで！


